
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

①STEAM教育等の教科
等横断的な学びや科学
教育を推進し、課題解
決力や新たな価値を創
造する力の育成を図っ
ている。

④知識や技能を習得さ
せるための学び方の育
成を図っている。

②学校内外での様々な
体験活動や自己評価す
る習慣づくりを推進
し、自ら考え判断する
力や、他者と協働して
いく力の育成を図って
いる。

学校関係者記入欄

4

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

○学校・教室だけでは難しいと思うが、「予測
困難な未来社会…生きる力」には、学力、体
験、学び方を示すと同時に問題を解決する、向
き合う心の強さを育成できる環境ができればと
も感じる。（トラブルが起きた時に自分はどう
考えるかなど）受け身に慣れすぎず自分でやら
ねばという危機感を感じることができれば自ら
考え、深く知り、学ばねばという意識に自然に
なるのではないか。

◇タブレット操作の学習も必要だと思います。
ただ、それだけですと漢字が書けなくなったり
考える力が弱くなったりするかもしれません
ね。

◇児童が自ら考えて意見を出せるようになるの
は、先生方と児童の距離感がよいからと感じて
いる。

◇研究発表で研究してきたことを生かして、こ
れからも人生のキャリア、将来を見据えた授業
を期待します。

◇４年生の息子が、タブレットを使って課題に
取り組んでいる。画像編集で遊んでより使えて
いる。

◇この項目は、１年生からの積み上げがより大
切になってくるのではないかと感じます。先生
方のご苦労を感じます。

0

○ICTサポーターと協力して、適切なタブ
レットの使用方法と情報モラルについて考
える時を設けている。
○タブレット端末を活用し、調べ学習を
行ったり、まとめたりした。ICT支援の方
に教えてもらいながら取り組むことができ
た。
●タブレット操作はほとんどしていない。
タブレット学習の必要性を感じていない。

○知識・技能の習得は常に目指している。
主体的・協働的な学びにするために、さま
ざまな学習方法で知識・技能を身につけら
れるようにしている。
○常に形成的な評価を行い、知識や技能の
定着を図った。
○それぞれの教科でねらいを達成できるよ
う、取り組みを工夫している。

　本校は昭和２年（1927年）に東京都荏原郡矢口東尋常小学校として開校以来、今年で９８周年になる。卒業生は1万人を超え、親子3代にわたって矢東が母校という地域の人も多い。校地は東急蓮沼駅より徒歩5分、多摩川
線矢口渡駅からも10分の便利な場所にあり、多くは戸建てや小規模な集合住宅が建っている。大規模な集合住宅はなく、現在、全校児童327名在籍している。児童は全体的に落ち着いた学校生活を送っている。本校の教育目標
は「自ら学ぶ子、心豊かな子、たくましい子」であり、知、徳、体のバランスの取れた教育を目指している。今年度の重点目標に「心豊かな子」を掲げ、児童一人ひとりが自己肯定感を高め、他を思いやる心を育み、人とのか
かわりを改めて深める教育をすすめていく。また、将来本校に在籍している児童が、しっかりと自立して社会に役立つ人間になれるよう、３年間取り組んできた研究の成果としたキャリア教育を念頭に教育目標の実現に向け、
全教職員、地域と連携してが力を合わせて教育活動を行っていく。

成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容

社会の様々
な課題を自
分事として
捉え、主体
的に考え、
他者と協働
し、問題解
決していく
意欲や、予
測困難な未
来社会を切
り拓いてい
くために重
要な創造力
や課題解決
力、情報活
用能力を育
成します。

４：
８5％
以上

３：
７5％
以上

２：
６5％
以上

１：
６5％
未満

3

3

○主に未来づくり科や総合的な学習の時間
に意識して取り組めた。
○年間計画を作成し、実施することができ
た。
研究で年間計画も立てたため、他教科との
つながりを意識して授業をすすめることが
できた。
○校外学習では、算数の計算を使って買い
物を行った。お金が足りないときには何か
をあきらめるか、買うものを変えようと考
える力が付いている。一方で、身に付いて
いない学級もある。（五組）

令和8年3月14日

令和７年度　大田区立矢口東小学校　自己評価　報告書

保護者
アンケート
（Ｃ）から
学習した
知識や技
能を活か
そうとして
いる。

目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策
取組
評価

10

1

0

○校外学習や体験活動では一つ一つの学習
で良い結果が出ている。共同の部分では、
各自がきちんと役割を把握し責任をもって
活動に参加できている。
○多様な分野の方をゲストティーチャーと
して、招聘して授業を行った。
○生活科や社会科見学に加え、さまざまな
体験学習を取り入れた。

4

3

③情報技術を適切に活
用した授業の実施を通
して、情報活用能力の
育成を図っている。
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評価 人数 コメント

学校関係者記入欄成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容 目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策

取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

①外国語教育指導員の活用
などにより、英語に慣れ親
しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュ
ニケーション能力の向上、
豊かな国際感覚の育成を
図っている。

④自身を見詰め、他者
と協力し合い、よりよ
い未来を創っていこう
とする。

4

２：
６5％
以上

１：
６5％
未満

Ａ

Ｂ

◇他者と関わり合いながら、他者に
貢献することで、自分も生きやすく
なることが伝わるとよいなと思いま
す。

◇日本地図を学び、日本のことを知
ろうとする意欲が見られる。展覧会
でも４年生で神社などもあり日本に
興味を示しているように感じる。

◇自然な形で母国語と外国語が学べ
る状況がより重要になってきている
ように感じます。

Ｃ 0

1

○外国語教育指導員の学習はとても楽しく
参加している。児童が恥ずかしがることな
く能力の向上につながっている。
○ALTとともに授業を展開している。ス
ピーチコンテストに出場した児童も何人か
いる。
○r外国語教育指導員と連携しながら外国語
活動を充実させている。

○外国籍の児童が身近にいることもあり、
異なる文化の理解は高まっている。学校全
体教育活動の中で行っている。
○社会科の学習では主に、郷土の伝統文化
に触れている。
○道徳の時間を中心に人権意識を養ってい
る。学習指導要領にのっとり、題材構成し
ている。

○地球規模ととらえることは難しい。社会
科での関連事項を新聞を読み、現代社会に
起こっていることを知らせ、考えさせる時
間をとっている。
○ＳＤGｓを意識して各教科、領域において
指導した。低学年なりに気持ちよく過ごせ
るように自分たちができることを考えて行
動している。

○自己理解、他者理解は日々取り組んでい
る。それがよりよい未来につながっている
とは考えられていない。
○キャリア教育により、自分のことを客観
的に振り返ったり、今後に生かしたりする
ようになった。また、委員会活動やなかよ
し班活動において、高学年らしく行動する
ようになった。
○道徳の時間や総合的な学習の時間におい
て重点的に指導した。グループ学習や教え
合い等、教科の特性を生かした関りを心掛
けた。

0

英語での実
践的なコ
ミュニケー
ション能力
を高めると
ともに、我
が国や郷土
の伝統文化
に触れ、尊
重する心
や、協力し
ていく態度
を育成しま
す。また、
国際社会・
地域社会に
関心をも
ち、持続可
能な社会を
形成してい
く態度を形
成します。

児童
アンケート
（生活５）
や
保護者
アンケート
（Ｂ）から
友達やま
わりの人と
協力し合う
ことができ
る。

②我が国や郷土の伝統や文
化の学習、人権教育を推進
し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の
育成を図っている。

４：
８5％
以上

③現代社会における地
球規模の課題を自分事
として捉え、その解決
に向けて考え、行動す
る力の育成を図ってい
る。

Ｄ
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3

94

3

３：
７5％
以上
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評価 人数 コメント

学校関係者記入欄成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容 目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策

取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

③体育や保健体育の授
業など様々な機会を通
して、健康教育や食育
を推進し、基本的な生
活習慣の確立を図って
いる。

3

①道徳科を中心とした
各教科等での学習など
を通じて継続的に道徳
教育を実施し、豊かな
情操や道徳心の育成を
図っている。

②学習習熟度に応じた
指導や個に応じた学習
支援、各種検定の実施
を通して、すべてのこ
どもに確かな学力の育
成を図っている。

4

４：
８5％
以上

◇文字を書く力を児童の時代につけ
てもらうことは、大変重要なことと
思います。

◇グループで協力し堂々と発表でき
ています。もう少し大きな声が出る
といいですね。

◇中学生、大人になってもチャレン
ジ好き、何があっても大丈夫と思え
る人に育つとよいと思います。

◇積極的な道徳授業に取り組む姿勢
が見られた。

◇さまざまな取り組み、本当にあり
がとうございます。地域としても少
しでもお役に立てれば…と思いま
す。

0

0

0

Ｂ

Ｃ

○道徳や日常生活の中で常に育成を図って
いる。教育活動全体で行えていると思う。
○道徳の時間では学校生活に関連ある題材
を取り上げたり、道徳の時間で学んだこと
を学校生活に生かしたりすることで、児童
が道徳心を育成できている。
○道徳の時間を中心に各教科等で育成して
いる。キャリア教育と関連付けて、行うこ
ともできた。教科を通して生活指導・豊か
な情操の育成を心掛けている。

○区漢字検定では、検定に関係なく日々漢
字の復習を行い、既習の漢字を使おうとす
る意欲が高まっている。テストやノートの
点検を通して学力の定着度合を把握し、必
要に応じて個別指導を行っている。
○算数では、習熟度別に指導をして学力の
定着を図った。各教科に合った技術指導や
個別指導を心掛けている。
○担任が多いため、きめ細かい習熟度に分
けられている。算数少人数だけでなく、他
の教科でも習熟の差が生まれないように教
え合ったり、聞きやすい環境に座席配置を
自ら選んだりしている。（五組）

○体育での体力向上や給食指導には力を入
れている。好き嫌いせずに苦手なものに挑
戦する児童が増えた。
○保健や総合の時間では、健康に関わる授
業や食育に関する授業を行っている。高学
年では「カムカム給食」の取り組みをさら
に効果的にさせるために講師を招いて授業
を行った。学校公開で保護者と共に行うこ
とができた。

○中学との連携は図れている。高学年の授
業でも、中学校への見通しをもった指導を
している。また、中学生の生活について中
学生や中学校の教員から聞き取り、適宜児
童に教えることで円滑な接続を行えてい
る。
○幼児教育センターの方と情報交換し、幼
保小で連携が図れている。学年の系統性を
考えて題材構成している。

○様々な経験を通し、学んだことを生かそ
うとする力はついている。日々の授業が知
識の活用になるように単元の内容を一部変
更したり、児童に意識させたりしている。
○おおたの未来づくりでは、教科の学習で
学んだことを生かして、地域の方への発表
に取り組む活動を行った。
○総合的な学習の時間を中心に活用できる
場面を意図的に設定した。

4

3

児童・生徒
が豊かな人
生を生きて
いく上で基
礎となる力
として、豊
かな心や確
かな学力、
健やかな体
を育成しま
す。また、
乳幼児期か
ら中学校ま
での一貫性
のある教育
を推進しま
す。

児童
アンケート
（生活４）
や
保護者
アンケート
（４）から
自分によ
いところが
あると感じ
ている。

Ａ

Ｄ

10

④乳幼児期から中学校
まで円滑な接続を行う
ため、保幼小の連携や
小中一貫の視点に立っ
た教育を行っている。

3

１：
６5％
未満
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３：
７5％
以上

２：
６5％
以上

3
⑤学び得た知識を活用
しようとする力の育成
を図っている。



評価 人数 コメント

学校関係者記入欄成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容 目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策

取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

◇学校という空間が特殊なものになってし
まうと、社会に出て、会社という組織の中
で通用・適応できない人間を育ててしまう
ことになると考えます。

◇先生方は児童に対して真剣に向き合って
いるのを感じるが、教員間の個々の負担が
大きく、各教職員の善意に頼る状況になっ
ていないかを懸念しています。

◇児童に４つの力を伸ばすポイントを示し
たことがわかりやすいと思う。重点がわか
るのが良い。保護者には伝わっていなかっ
たのかもしれない。

◇先生方もご自身のキャリア、生き方を大
切になさってください。

◇積極性の高い教師が多いと感じる。

◇お忙しい中、教師力を向上させるための
努力は、本当に大変だと思います。お疲れ
様です。

3

４：
８０％
以上

３：
７5％
以上

２：
６5％
以上

１：
６5％
未満

○東京都教職員研修センター不登校対策の
研究に協力する中で、個人で調べたり、グ
ループでどのように発表するのかを相談し
たりする学習を多くの教科で進めた。
○個の学びをグループや全体に生かした
り、グループで考えたことを基に、また個
で考えたりするなど個別最適で協働的な学
びをすることができた。
○児童一人一人の学習に対する思いや願い
を知り、意欲的に取り組めるように指導し
ている。一人ひとりの実態に寄り添い、声
をかけることができた。

○専門性を生かした活動が行えている。研
究発表に向けて、それぞれの得意なことを
生かしてキャリア教育を進めることができ
た。また、おおたの未来づくりの地域創生
では、こども会やこども天国など地域を盛
り上げ、交流する活動を年間を通して取り
組むことができた。それぞれの専門性や得
意分野を生かして指導している。

○この時間を児童に向き合う時間にした
い。放課後の会議の精選がされており、
児童と向き合う時間は確保できている。
○教員はとても協力的だが休み時間や放
課後等に活動を行うことが難しい。
●教育委員会からの調査や作成文書等の
時間がかかっている。

保護者の
アンケート
（Ａ-１，２，
３，４）から
キャリア教
育の観点
から４つの
力
（気づく
力、
伝える力、
チャレンジ
する力、
つなげる
力）が身に
付いてい
る。

①児童・生徒一人ひと
りの可能性を引き出す
個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充
実の視点による授業改
善を行っている。

②教職員がそれぞれの
専門性を生かしたり、
地域の特色を生かした
りして教育活動を行っ
ている。

4
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4

校内研究等
のOJTの充
実を通し
て、教師の
授業力を向
上させま
す。また、
質の高い教
育を実現す
るため、学
校の組織的
な運営力を
向上しま
す。あわせ
て、教師が
やりがいを
もって働く
ことができ
る魅力的な
環境づくり
を進めま
す。

③教職員の業務適正化
等に取り組み、児童・
生徒に教員が向き合う
時間を確保する等、
ウェルビーイングを高
める取組を行ってい
る。

7Ａ

3Ｂ

0Ｃ

D 0



評価 人数 コメント

学校関係者記入欄成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容 目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策

取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満の教員が回答した。

２：70％以上85％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

○日頃から児童一人一人の様子を細かく
チェックし、様子の変化には早期対応がで
きている。また、いじめアンケートの結果
を基に、必要に応じて聞き取りや児童の見
守り等を実施している。
○学年主任や養護教諭、管理職と情報交換
を行いながら取り組むことができた。いじ
め対策委員会を随時開催し、対策など共有
できている。

○すぐに相談できる環境をつくり、担任
だけでなく学年、養護、SCなど組織的に
対応することができた。支援が必要であ
るがつながりを拒む場合など、外部との
連携を強めたい。
●様々な連携が取れている。SCが毎回ど
うしても勤務時間内に業務を終わらせる
ことができないのが、課題。

○児童の受け止め方の傾向を把握
し、指導や支援、声の掛け方、掛け
るタイミング、様子を見取ることに
役立てることができた。調査結果を
日常の指導に生かしている。

２：
６5％
以上

３：
７5％
以上

◇児童同士の交流を多くし、インク
ルーシブ教育を推進してほしい。

◇今は、児童一人一人の状況に合わ
せての教育指導で、先生も大変だと
思います。先生自身が疲弊しなけれ
ばいいなと思う時があります。

◇報告内容からすると、適切な対応
をしていると受け止めています。

◇矢東小の良さがとても出ていて、
伝統となってほしいです。

◇子供への配慮がされている。休み
の連絡などの際に感じる。

◇学校としてもかなり頑張ってい
らっしゃると思います。SSWさんの
人数も増えたりするともっと良いの
かなあとも思ったりいたします。

4

1

Ｄ

0Ｃ

10

②学校いじめ防止基本
方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発
見、早期対応等のため
の組織的な対応を実施
している。

③スクールカウンセラーや
スクールソーシャルワー
カーとの連携等、児童・生
徒・保護者が相談しやすい
環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に
伸ばすことを意図した指導
や支援を行っている。

〇サポートルームに通う児童の情報を伝え
合って一人一人の実態に応じて適切に声を
掛けながら支援をすることができた。サ
ポートルームと担任、特支COとの連携はで
きている。
〇特別支援学級との交流を活発化させてい
る。
●校内委員会を開いたり情報交換ができて
いる。校内の支援体制はできる限り配慮し
ているが、時間数及び人材確保、人材育成
が課題。困難のある

児童・生徒
一人ひとり
の状況にあ
わせて教育
環境を整え
るととも
に、相談機
能の充実を
図ること
で、すべて
の児童・生
徒が自分ら
しくいきい
きと生きる
ための学び
を支援しま
す。

児童
アンケート
（生活１，
２）や保護
者
アンケート
（１，２）か
ら
学校生活
を楽しく過
ごしたり、
友達と
良い人間
関係を築
いている。

4

１：
６5％
未満

Ｂ

４：
８5％
以上

Ａ

4

④学校生活調査や
WebQU、生き生き度
調査を実施し児童の様
子を把握している。

4

3

①インクルーシブ教育シス
テムの構築に向けて、教員
の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、
特別支援教室巡回指導教員
との連携等を行っている。
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評価 人数 コメント

学校関係者記入欄成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容 目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策

取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

○キャリア教育の充実を図り、つみきの視
点で互いを高め合うことができた。それが
心の安全安心につながっている。
○学習環境については、個に合った方法を
選択させたり、助言をしたりしながら進め
ている。日常的、定期的に環境整備を行っ
ている。
●学習環境が学級によって統一できていな
いため指導がバラバラなので、安心安全な
学校生活とは言えない。

○避難訓練の大切さをその都度伝え、命の
守り方や参加態度を指導している。○矢東
タイムに安全指導を行った。
○避難訓練の脱形骸化をめざしている。
様々な災害を想定して、避難訓練を行っ
た。また、事前の指導や事後の指導も適切
に行えた。

○パフォーマンス課題を設定し、単元の
ゴールに向かって必要なことを児童と確認
しながら行った。
○単元計画を提示し、何をどのように調べ
ていくのかを一人一人が意思決定しながら
学習する活動を繰り返し行うことができ
た。
○ＩＣＴサポーターと連携しながら指導
し、タブレットや学校図書館を利用して調
べる力を身につけた。

４：
８０％
以上

３：
７0％
以上

２：
６0％
以上

◇学校公開で、授業参観しての感想。多く
の先生は努力していると思うが、小学校で
ICTの活用は難しいと思う。

◇ICT機器を利用しての児童の学習は、一
定の効果が上がっていると感じている。

◇ICTを使った学習効果を保護者はわかっ
てないように思えます。

◇プレゼン資料、プログラミング学習が見
えるとよいと思う。

◇タブレットの持ち帰りなどまだまだ改善
ができるように感じる。

◇こちらの問題も先生方だけではどうにも
ならない問題もあるように思いますので、
あまりにも低い評価過ぎるのではないで
しょうか。

１：
６0％
未満

③児童自らすすんで調
べようとする気持ちを
育てICT機器を有効に
活用できるような環境
を整備している。

②避難訓練や安全指導
日などを通して、危険
や災害に対する教育を
関係機関と連携しなが
ら進めている。

①学校や地域の伝統・
特色や、安心・安全な
学校生活づくりを踏ま
えて、学習環境を整備
している。

4

学校施設に
ついて、
ICT環境等
の教育環境
の整備を推
進するとと
もに、児
童・生徒の
安全・安心
を向上させ
るための教
育を推進し
ます。

3

3

児童
アンケート
（学習４）
や
保護者ア
ンケート
（６－２）か
ら
ＩＣＴ機器
を
使いなが
ら
学習に活
かしてい
る。
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評価 人数 コメント

学校関係者記入欄成果
評価方向性 取組指標大項目 取組内容 目標に対する成果指標 これまでの取組 　後の改善策

取組
評価

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：85％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：70％以上85％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が70％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

保護者
アンケート
（８）から
学校は教
育活動の
様子を分
かりやすく
伝えてい
る。

○PTCが矢東こどもまつりなど、こどもた
ちが楽しめる取り組みを行い、教職員もそ
れに参加している。
○「おおたの未来づくり」の「地域の創
生」では、地域の店舗に協力をあおぎ学習
を進めている。地域の人材活用の計画を立
てている。
○地域を学習に活用している。地域の方々
は、学校にとても協力的だった。「地域コ
ミュニティとしての学校づくり」とは何
か、どんなことを指しているのかを確認し
たい。町探検では地域の方と協力して活動
している。

○用務員さんや児童誘導員さんが登下校の
見守り活動を行っている。町会の方も交通
安全運動を実施していて、安全を見守って
くださっている。
●学期始めや交通安全週間には、登校時、
町会の協力を得ている。さらに多くの方の
協力を得て、児童の登下校の安全につなげ
たい。教員も見守りに定期的にいくように
する。また、注意や話を素直に聞ける児童
を育てる努力をする。

○年三回程度、学校公開の時に地域の方や
講師などを招いて講演をしていただいてい
る。
●情報の発信はしている。保護者の中に
は、知識はあるが、実行が伴わない方もい
らっしゃるように思う。そのような保護者
への対応や聞いてほしい人が来ないことも
多く、発信方法を検討していく。

４：
８5％
以上

３：
７5％
以上

２：
６5％
以上

１：
６5％
未満

2

◇交通安全週間等の見守り時、きちんと挨拶のできる、
感謝の気持ちを伝えてくれる児童もいる。１年たつと変
わるもので、交通安全の旗振りの時、挨拶をしてくれる
ようになってきました。とても嬉しく思います。

◇講演会に出る保護者が少ないので残念である。

◇教職員の方々が行事に参加していただき、大変有難い
ことと感謝いたします。

◇PTCは改善が必要でしょう。

◇二つの町会役員はとても穏やかな人が多く、協力的と
思う。学校もPTCもおやじの会も頑張っているので、大
項目の底力はあると思う。

◇学校の行事などには、親が参加していると思います
が、地域の行事などはほとんど参加しません。自分の住
んでいる地域にもっと関心をもってもらいたいですが難
しいです。

◇地域社会の大人たちに学校の取組について協力的な方
がいることは把握できました。まだ、地域社会と学校の
連携というより関係性を近づけるために見合っている印
象を受けました。

◇児童の様子が家庭でも見られるようにしてもらえると
保護者の理解が深まると思います。発信方法の工夫を期
待します。

◇地域との連携は他学校に比べると少ないと感じる。自
治会（地域性）もあるが改善できると思いたい。

◇低め過ぎの評価のような気がします。これについて
は、地域の関わり方もかなり重要なポイントです。学校
（先生方）だけの問題ではないので、自己評価しにくい
項目だと思います。

D 0

3

地域コミュ
ニティの核
としての学
校づくりや
地域の特色
を生かした
学校づくり
を進めると
ともに、学
校・家庭・
地域が連
携・協働し
て、地域社
会全体でこ
どもたちを
育成しま
す。

③家庭教育に関する情
報の発信やPTAなどと
連携した講演会・学習
会、またはその双方を
実施している。

②登下校の見守り活動
等の、児童・生徒の健
全育成や安全指導に係
る取組を地域の協力に
より実施している。

①「地域コミュニティ
の核としての学校づく
り」を目指して地域と
学校が連携・協働した
様々な活動を実施して
いる。

3

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である
　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載

4

Ｂ 2

Ｃ
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